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住　　居

モニター調査による浅型ストレーナーの使い勝手の検討

　　　水環境にやさしい台所ストレーナーの開発（その2）

　　　　　　大阪市大生活科学北浦かほる　○山崎かおる　井谷佐織　小笠原栄　小谷和子

　　　　　　大阪立環境科学研究所　鶴保謙四郎　土永恒弥

　(目的）本研究では（そのいで開発、試作した浅型ストレーナーの実用上の使い勝手をチ

ェックするために、集合住宅居住者を対象に浅型ストレーナーのモニター調査を実施し、

実用上の問題点を検討するとともに、水環境に対するユーザーの意識も併せて調査するこ

とで、意識と行動の関係を明らかにすることを目指した。

　（方法）（その1）と同じ4ヵ所の集合住宅でまず、現状の深型ストレーナーの使用状況、台

所ジンクにおけるゴミ処理方法についての調査工を実施した。その後浅型ストレーナーを

配布して１週間使用してもらった後、浅型ストレーナーの使用感及び台所ジンクにおける

ゴミ処理方法の変化の有無についての調査ｎを実施した。同時に水環境に対する意識も調

査し、その結果と実際のストレーナーの扱い方との関係を調べた。

　（結果及び考察）アンケート回答者は延べ413人で、家庭で調理している人に限定したた

め、ほとんどが女性であった。年齢構成は、大半が公営住宅であったため、若年層と中年

層が多かった。対象家庭の平均世帯人数は約3.3人であった。浅型ストレーナーは深型よ

りも良いとの評価が得られた。浅型では「掃除のしやすさ」、「ヌメリのつきにくさ」が

特に良く評価されたが、浅型の深さの程度についてはさらに検討の余地を残した。継続使

用については、「使いたい」と答えた人が多く、実用面でも評価された。また、水環境問

題への関心度が高かった反面、具体的な配慮の仕方がわからない人も多かった。　最後に、

ｷｯﾁﾝﾊ’スエ業会、（株）日立仲材及び関西電力の御援助と御協力、大阪市都市整備局・大阪府

建築部、兵庫県都市住宅部及び住宅供給公社の多大な御協力があったことを記し深謝する。

2Wp－5 住生活とごみのかかわりに関する研究

　第3報　死蔵品の実態とその問題点
　　　　　　　　　　　　　　　日女大家政　沖田富美子

研究め目的　ごみの問題について、ここ数年あらゆる側面から追究を試みてきた。昨年の

発表において示したように、一般生活者のリサイクル活動の必要性、重要性の認識は高い
が、実際の活動と言う面ではまだ多くの問題がある。そこでいずれはごみとなるものの活

用方法を検討するために、住宅内で死蔵されているものの実態（mによる違いも含む）

を把握し、そこに生じている問題点を探ることが本研究の目的である。

　なおこの研究にあたっては、すでに関西地域蜃対象に1989年に行われた研究結果を参考

としている（家庭における死蔵品の有効利用に関するシステムの研究　一棟氏）。

研究の方法　関東地域の一女子大学の学生の家庭を対象に、1993年7月アンケート用紙によ

る記入調査と死蔵品のおかれている場所の平面図採取をおこなった。有効回収件数は97件

である。なお死蔵品の定義については、発表時に示す。

研究の結果　調査対象家庭が大学生のいる家族であるため、属性及び住宅の傾向は既研究

の調査対象とほぽ同じである。調査対象の90.7%の家庭でなんらかの死蔵品及び死蔵品と

なるものを所有している。なお関西地域の家庭よりも、関東地域の家庭に使うあてはない

が、処分するには惜しいものあるいは処分したいが置いてあるとする割合が多く、死蔵品

の平均所有数も大きい。死蔵品となっているもの、これら死蔵品となっているものの購入

方法（自分で購入したものが多く、もらいものによる所有は約3割）、死蔵品となっている

理由（使うチャンスがない、もったいない、適切な方法が見つからない等）、死蔵品の活

用方法（知人・友人にあげる、バザーに寄贈、廃品回収）については同様の傾向にある。
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